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第 1 0 回 

 

 

 第 10 回 丸山小学校・沼袋小学校統合委員会 会議要旨  

 

 

委員長 

 定刻となったので、これより第10回統合委員会を開会する。 

 早いもので、統合委員会を設置してから1年7か月が経ち、今回が最後の統合委員会となる。

4月にはいよいよ緑野小学校が開校する。委員の皆さんのご協力により、ここまでこぎつける

ことができたことに感謝する。 

 本日、傍聴を希望する方はいないとのことである。 

 

1 報 告 

開 催 日 時 平成23年1月26日（水曜日） 午後6時03分～7時04分 

開 催 場 所 沼袋地域センター 洋室3号 

出席者 

委 員 

長谷川嘉昭、笹川 五郎、内山佐和子、阿藤 敏子、鈴木 真司、

古間  忍、亀井 京子、竹内  実、石久保敏子、柴田  恵、

本間みどり、小林 尚美、隅田 亜弓、村越 昌昭、加賀田真理、

内野 秀夫、千葉 千恵、吉村 恒治 

（敬称略、順不同） 

そ の 他 教育長 

事 務 局 学校再編担当 

傍 聴 者  0人 

会 議 次 第 

 

【報告】 

1 校章デザイン、校旗及び学校指定品等について 

【議事】 

1 校歌について 

2 学校指定品等について 

3 通学路について 

4 その他 

【閉会】 

1 各委員より一言 

2 教育長あいさつ 

 

丸山小学校・沼袋小学校統合委員会  要 点 記 録 
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（1）校章デザイン、校旗及び学校指定品等について 

 

委員長 

 議事に入る前に報告事項がある。 

 お手元に資料が配られていると思うが、緑野小学校の校章デザイン、校旗及び学校指定品等

について、統合委員会で取りまとめた意見を昨年の10月に教育委員会へ提出したので報告する。 

 

2 議 事 

 

（1）校歌について 

 

委員長 

 それでは、議事に入る。 

 まずは、緑野小学校の校歌が完成したようなので、事務局より説明してもらう。 

■資料「緑野小学校の校歌について」に沿い、事務局より説明 

（概 要） 

・ 統合委員会での協議に基づき、秋葉てる代氏（作詩）と渡部節保氏（作曲）に制作を依頼

していた校歌が、このたび完成した。 

・ 両校の児童や地域の方などから募った“校歌の歌詞に入れたい言葉”も幾つか盛り込まれ

ている。 

・ 本日は、沼袋小学校の音楽専科の先生の協力を得て、校歌を録音したテープを用意したの

で聴いてもらいたい。 

―― 校歌披露 ―― 
 

  

中
野
区
立
緑
野
小
学
校
校
歌 

 

秋
葉
て
る
代 

作
詩

渡
部 

節
保 

作
曲

  

光
を
浴
び
て 

さ
わ
や
か
に 

 

見
か
わ
す
笑
顔 

は
ず
む
声 

 

力
合
わ
せ
て 

進
み
ゆ
く 

 

思
い
や
る
心 

は
ぐ
く
み 

 

健
や
か
な
体 

き
た
え
て 

 

緑
野
の
子 

 

き
ら
め
く
命
を 

咲
か
せ
よ
う 

  

流
れ
る
と
き
を 

見
つ
め
つ
つ 

 

吹
き
ゆ
く
風
に 

夢
乗
せ
て 

 

一
人
一
人
が 

伸
び
て
ゆ
く 

 

く
じ
け
な
い
心 

は
ぐ
く
み 

 

考
え
る
力 

育
て
て 

 

緑
野
の
子 

 

明
る
い
未
来
へ 

羽
ば
た
こ
う 

  

わ
た
し
た
ち
の
歴
史
を 

こ
こ
に
刻
も
う 

 
輝
け 

緑
野
小
学
校 

 

 

委員長 

 実際に校歌を聴いてもらったが、感想などがあればお願いしたい。 

 この校歌は、4分の4ではなく、キーの高い部分もあって、普通の校歌とは少し違う。 

委 員 

 キーが高いことについては音楽専科の教員とも話しをしたが、子どもの声は高音なので指導

にそれほど支障はないと言っていた。拍子がとりにくいような譜面に見えるが、流れるような

メロディーラインで、校歌としてはとても丁寧につくられている。良いものができてよかった
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と思う。 

委 員 

 校歌を聞くときに何が楽しみかというと、自分がその歌を聞いて気持ちよくなってくること

である。当然、子どもたちも気持ちよく歌えることがポイントだろうと思う。キーが高いこと

については、私が歌うとなれば少し辛いが、子どもの声は高音ということを聞いて安心した。

テンポがよく明るいイメージの曲なので、子どもたちがランドセルを背負いながら口ずさんで

帰るのではないかなと想像してしまった。 

委 員 

 （渡部氏は）合唱の曲をたくさん作られている方なので、歌いやすい校歌にしていただいた

のではないかと思う。 

委員長 

 それでは、緑野小学校の校歌については、お手元の資料のとおりとすることで、統合委員会

としての意見を取りまとめたいと思うがよろしいか。 

―― 異議なし ―― 

委員長 

 それでは、そのように決定する。 

 本日取りまとめた意見は、後日教育委員会へ報告する。事務局はその手続きを進めてもらい

たい。 

 

（2）学校指定品等について 

 

委員長 

 次に、緑野小学校の学校指定品等について、品目やデザインなどを学校で検討してもらって

いたところであるが、このたび決定したということなので、学校より報告してもらう。 

■資料「緑野小学校の学校指定品等について」に沿い、学校より報告 

（概 要） 

【通学帽子】 

・ 沼袋小学校の通学帽子の形をそのまま引き継ぐこととした。 

・ 高学年でも抵抗感がないよう、ハイセンスなグレーをベースとし、緑のラインと校章の刺

繍を入れた。 

【体育着】 

・ シャツは、丸山小学校の体育着の形をそのまま引き継ぐこととし、左胸に校章を入れた。 

・ クォーターパンツは、現在両校で使用しているもの（紺色）と同じものにした。 

【水泳帽子】 

・ 現在両校で使用しているもの（黄色）と同じものにした。 

委員長 

 学校より報告があったが、質問などがあればお願いしたい。 

委 員 

 通学帽子は、上の部分が丸くないのでよいと思う。品があって素敵である。 

 体育着に（刺繍等で）名前を入れる予定はないのか。 

委 員 

 個人名がわかると差し障りもあるので、名前は入れない。 

委 員 

 兄弟などは、お下がりを使うことも可能か。 

委 員 

 名前が入っていないので、お下がりを使ったり、譲ったりすることも可能である。 
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委員長 

 学校指定品等については、新入生は購入することになると思うが、新2年生から新6年生には

教育委員会から支給してもらえるのか。 

事務局 

 丸山小学校と沼袋小学校に在籍している児童で、緑野小学校に通学することになる新2年生

から新6年生については、学校指定品等のうち通学帽子と体育着シャツを教育委員会から支給

する。ただし、クォーターパンツと水泳帽子は、現在使用しているものがそのまま使えるので、

支給はしない。 

委員長 

 ほかに質問などがあればお願いしたい。なければ、この議事については終了する。 

 

（3）通学路について 

 

委員長 

 次に、緑野小学校の通学路について、こちらも学校より報告してもらう。 

■資料「緑野小学校の通学路について」に沿い、学校より報告 

（概 要） 

・ 統合委員会などで出された意見も踏まえ、現在の丸山小学校の通学路に沼袋小学校の通学

区域からなるべく早く入っていけるような道を選定した。 

・ 指定校変更により西武新宿線の南側から緑野小学校に通学することになる児童に関しては、

清谷寺の横を通り、比較的安全だと思われる沼袋第3号踏切を渡って通学路に入れるように

した。 

委員長 

 学校から報告があったが、質問などがあればお願いしたい。 

委 員 

 沼袋第3号踏切とは、沼袋駅から野方駅に向かって3つ目の踏切のことか。 

委 員 

 そのとおりである。沼袋第2号踏切は、（道と線路の交差が）鋭角になっており、通り抜け

の車も多いので、沼袋第3号踏切のほうを渡らせたいと思う。できれば、通学に慣れるまでの

間、そこに通学安全指導員を配置できると、より一層安心である。バス通りを通さずに、でき

るだけ安全な道を通したいと考えている。 

 また、新青梅街道の横断については、歩道橋があるので、行きは歩道橋を渡らせようと思う。

ただ、帰りは人数が少ない時間帯となるので、歩道橋はかえって危ないということが懸念され

ている。比較的見通しのよいペットショップ前の横断歩道を渡って帰るような方法を考えたら

どうかと思っている。 

委 員 

 緑野中学校の子どもたちも、基本的にはペットショップ前の信号を渡っている。 

委員長 

 歩道橋は、何かあると子どもの逃げ道がないので、あまり通したくない。あそこは変質者が

出ることもあるようなので、それが気になるところである。 

 あそこの歩道橋にネットが張ってあるのは、誰かが物を投げるからなのか。 

委 員 

 それは分からないが、やはり素通しで下から中が見えるようなもののほうがよいと思う。 

委員長 

 ほかに質問などがあればお願いしたい。なければ、この議事については終了する。 
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（4）その他 

 

委員長 

 予定していた議事は以上であるが、そのほかに何かあればお願いしたい。 

委 員 

 本日は、緑野小学校の校旗を飾ってあるので、この校旗を決めるまでの経緯を説明したいと

思う。 

 地の色については、同じ緑色の中学校の校旗を見ながら“小学校なのでもう少し明るい色の

ほうがよい”という意見も出されたが、全体の雰囲気の落ちつきからするとあまり明るくない

ほうがよいということで、こちらの色になった。 

 また、非常にシンプルな校章なので、印象を強くするために、葉脈の部分を地の色にするの

ではなく、金糸を盛り上げて立体的にした。よく見ると、細かな細工が施されている。 

事務局 

 校旗は後ほどゆっくりご覧いただければと思う。補足であるが、校旗の刺繍は手刺繍で裏面

にも同じものを張り合わせてある。また、旗竿の先についている竿頭にも校章が入っている。 

委員長 

ほかに何かあればお願いしたい。なければ、これで議事を終了する。 

 

3 閉 会 

 

（1）各委員より一言 

 

委員長 

 本日は、最後の統合委員会ということで、委員の皆さんよりこれまでの感想や緑野小学校へ

の期待など、一言ずつ発言してもらいたいと思う。 

委 員 

 2年間にわたって真摯な議論をしていただき、ありがとうございました。 

 統合委員会の中でいただいたご意見等については、今後も緑野小学校の開校に向けた準備に

十分反映させていきたいと思っている。また、新しい学校がスタートするということで、4月

以降も引き続き皆さんのご協力をいただきたいと思う。 

委 員 

 ここに出席して、いろいろな人と知り合いになれたことが私にとっての大きな財産となった。

子どものことでいろいろな立場の人が意見を出し合うことは教育の原点だと思うし、何よりも

子どものために力を合わせるというのはとても楽しい作業であった。夜の統合委員会は大変だ

と思いつつ、だんだん楽しいものになってきたので名残惜しいような気もする。 

 本当にありがとうございました。また、今後ともよろしくお願いします。 

委 員 

 統合委員会も今回で10回ということで、2年間にわたって本当にお世話になりました。 

 新しい学校をつくるということで、“こんなものがよい”“こんなアイデアもある”など、

いろいろなことを皆さんとお話しできたことを大変うれしく思う。学校に戻るとあと数か月で

閉校になるので若干寂しいところもあるが、こうやって皆さんとお話しできたことはよい経験

であった。 

 今後ともよろしくお願いします。 

委 員 

 私は、今年度からの参加（途中からの参加）ということで、慣れてきた頃に終わってしまう

のが少し残念な気もする。ただ、この統合委員会を通して、沼袋小学校も丸山小学校も皆さん
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に本当に愛されている学校だということがよく分かった。 

 一つ一つの話の中で、時間が経つのも気にせずにいろいろな意見を出し合い、最終的に一つ

の形にまとめてきた。そこに至るまでの皆さんの思いが凝縮している校章であったり、校歌で

あったりするのではないかと思っている。皆さんに愛された学校の伝統を引き継ぐ緑野小学校

になってほしいと思う。 

 今後ともよろしくお願いします。ありがとうございました。 

委 員 

 私も、今年度からの参加ということで、経緯もよく分からない中で好き勝手なことを言わせ

てもらい、皆さんに迷惑をかけたのではないかと思っている。三十数年教員生活をしてきて、

今回のような統合に関わるのは初めてである。新しい学校を生み出していくことに、これだけ

いろいろなことが考えられて、いろいろな思いを込めながらつくり上げられていくということ

がよく分かった。そういう役割の中に加えてもらえたことを、本当に感謝している。 

 この緑野小学校がよい学校になっていってほしいし、そこに集う子どもたちから“緑野小学

校に来てよかった”と言われるようになってほしい。これからが本番だと思う。 

 数か月間、皆さんに温かく支えていただき、ありがとうございました。これからもよろしく

お願いします。 

委 員 

 これまで丸山小学校に関わらせてもらってきたが、この統合委員会に参加して、実はあまり

深く考えていなかったということがよく分かった。委員長をはじめ、委員の皆さんのご意見等

を聞かせてもらいながら、自分なりの意見を発言することができてよかったと思っている。 

 建設中の体育館が9月頃に竣工ということで、どのようになるのか非常に楽しみであるし、

児童が増えることでいろいろな動きも出てくると思うので、それも楽しみにしている。キッズ・

プラザ緑野が体育館棟の中に入るが、私も児童館運営協議会等に関わらせてもらっているので、

また小学校やキッズ・プラザでいろいろと協力させてもらえればと思う。 

 今後とも、よろしくお願いします。 

委 員 

 いつもいろいろと発言をさせてもらったので、“またか”というのが委員の皆さんの印象で

はないかと思う。でも、私は学校が大好きで、自分の思ったことを伝えようと発言をしてきた

つもりである。私自身、緑野中学校と緑野小学校の開校に関わることができて、本当に幸せだ

と思っている。 

 今はすごく寂しさがあり、今後はどのように関わっていこうかと考えている。自分ができる

ことは、こういうところに参加するだけではなく、地域で大好きな子どもたちと関わっていく

ことかと思っている。 

 既に娘が小学校を卒業しているので小学校の先生方と話しをする機会はあまりなかったが、

統合委員会という場で人間性のあふれる校長や副校長と話しができたことが、私の中でとても

印象に残っている。 

 委員長、副委員長、本当にお疲れ様でした。また、委員の皆さん、本当にお疲れ様でした。

ありがとうございました。 

委 員 

 私は、沼袋小学校のPTAからこの統合委員会に出させてもらったので、初めは“沼袋小学校

がなくなってしまうのは寂しい”という思いを抱きつつ、両校を閉校して新しい学校をつくる

以上は“できるだけよい学校にしていこう”という気持ちで参加させてもらった。このような

新しい学校ができる過程に関わらせてもらい、とてもよい経験になったと感謝している。 

 私の子どもは既に沼袋小学校を卒業しているので小学校とは少し離れてしまったが、新しい

学校ができるのを楽しみにしている反面、3月の閉校や4月の開校に向けた準備等で学校の先生

方、保護者、子どもたちは大変な面もあるのではないかと思う。4月に緑野小学校がよい形で
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スタートできることを心から祈っている。 

 地域の一員として、今後も緑野小学校に何らかの形で関わっていけたらよいと考えている。

先程、校歌を聞いたり、通学帽子を見たりしたときに、あの通学帽子をかぶった子どもたちが

うちの近所を歩くのがすごく楽しみになった。 

 本当にどうもありがとうございました。 

委 員 

 2年間この統合委員会に関わらせてもらったが、新しい学校の立ち上げに関わるということ

は一生のうちにそんなにないことなので、とてもよい経験ができたと思う。 

 校章のデザインや校歌などを限られた期間の中で決めていくのは難しいと感じたが、何とか

よいものができたのでうれしく思っている。私も緑野小学校の近くに住んでいるので、子ども

たちが新しい通学帽子をかぶって登校してくるのをとても楽しみにしている。 

 統合後、沼袋小学校から緑野小学校に通う子どもたちは、急に人数が増えるのでギャップを

感じるかもしれないが、子どもたちはすぐに慣れてしまうと思う。ぜひ、新しい学校を楽しん

で卒業していってもらいたい。私も地域の一員としていろいろ関わりたいし、学校も地域の力

を使いながらよい学校にしていってもらいたいと思う。 

 2年間ありがとうございました。 

委 員 

 私も、沼袋小学校のPTAからこの統合委員会に参加させてもらったが、（校章など）実際に

形になったものを目の当たりにして、本当にすばらしいものができたと思うし、それについて

自分なりの意見を発言しながら携わることができたことをとてもうれしく思う。 

 この統合委員会での話し合いは大変な部分もあったが、私にとっては2年とは思えないほど

あっという間で、今思い返してみるととても楽しく参加させてもらった。 

 私の子どもはもう小学校を卒業しているので、新しくできる緑野小学校の中で子どもたちが

どのように活動しているのかを見ることができないのが残念である。 

 本当にありがとうございました。 

委 員 

 私は、今年度から1年間だけの参加で、あまりお役に立てず申し訳なく思っている。 

 すばらしい校歌や通学帽子ができ上がったのに、私の子どもは中学生になってしまうので、

通わせることができないのが残念である。陰ながらすばらしい学校になることを願っている。 

 今後ともよろしくお願いします。 

委 員 

 私も、今年度から幼稚園児の保護者としてこの統合委員会に参加させてもらったが、あまり

お手伝いすることができず申し訳なく思う。 

 いろいろなことを一つ一つ決めていく中で、“緑野小学校を大事にスタートさせてあげたい”

という委員の皆さんの温かい気持ちを知った。このたび、緑野小学校のPTA役員として仕事に

携わっていくことになり、皆さんのその温かい気持ちを来年度以降活かしていけたらと思って

いる。 

 本当にありがとうございました。 

委 員 

 私は、（丸山小学校の）PTAとして参加させてもらったが、むしろ自分の母校という気持ち

が強く、6年間通った子どものころの記憶がなくなってしまうのはとても寂しいという思いが

あった。しかし、委員の皆さんといろいろ議論していく間に、新しい学校に対する思い入れが

だんだん芽生えてきたので、それは非常によかったと思う。 

 この春、次女が丸山小学校の最後の卒業生として卒業するので、そういう流れの中で議論に

参加できたのはよかったと思っている。とはいえ、まだ2人の子どもが在校生におり、末の娘

は再来年緑野小学校へ入学する予定なので、丸山小学校と緑野小学校の両方を知ることになる。
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これからは、緑野小学校の保護者として学校運営に期待したいと思う。 

 2年間どうもありがとうございました。 

委 員 

 この統合委員会には、発足のときに（丸山小学校の）PTAの代表だったということで、出て

行かざるを得ないと思い参加した。この間、PTAでは、新校のPTAの発足に向けて準備をして

いるが、保護者や地域の方ばかりではなく、先に統合した白桜小学校や桃花小学校の保護者に

も話を聞きながら協議を進めている。 

 緑野小学校は丸山小学校と沼袋小学校の歴史を受け継いだ学校となるが、そこを卒業する子

どもたちも、学校を出て大人になったときに改めて自分の子どものころを振り返り、統合した

ことを思い出すと思う。自分たちの親や地域の人たちがこんなふうに苦労したということが、

何十年か経って初めて分かるのではないかと思う。 

 このような貴重な経験をさせてもらったことを、委員の皆さんに御礼申し上げたい。ありが

とうございました。 

委 員 

 本日、東山高齢者会館に丸山小学校の1年生が来て、一緒にいろいろな伝承遊びをしたが、

帰るときに校歌を歌ってくれた。“丸山小学校の校歌を聴けるのも、これが最後かもしれない”

と参加した方たちは感激していた。 

 丸山小学校の2年生と5年生に孫がいるので、何度か授業参観で学校を訪れているが、最近に

なって子どもたちが大人しくなり、すごくよいクラスになってきたと感じた。5年生の孫は、

来年緑野小学校の最初の卒業生になるので、“よい学校だった”“楽しい思い出ができた”と

言われるような学校にしてほしいと思う。 

 ありがとうございました。 

委 員 

 私は丸山小学校の出身で、子どもたちや周りに住んでいる親族もみんな丸山小学校を卒業し

た。その学校がなくなってしまうのは残念であるが、新しい学校ができることはとても楽しみ

にしている。このような統合委員会に携われたことはとてもうれしく思うし、もうこんな経験

をすることはないだろうと思っている。どこかに引っ越す予定はないので、これからも新しい

緑野小学校の子どもたちを見守っていきたいと思う。 

 ありがとうございました。 

委 員 

 思い起こすと、私の長男が沼袋小学校にお世話になってから20年が経つので、私も親として

長い間学校に関わってきたと思う。この統合委員会の委員のご主人とは、第十一中学校時代の

バレー部の先輩・後輩であったが、また子どもの小学校でパパさんバレーボールを一緒にやる

とは思っていなかった。ましてや、奥さんと一緒に統合委員会に出るとことなど、20年前には

夢にも思っていなかった。 

 これも、親と子どもが地元の公立の小学校・中学校だからこそ繋がりができるのだと思う。

そういった地元のよさとも言える“友達”“先輩・後輩”などの繋がりも、新しい学校で築き

上げてもらえればと思う。私も、微力ながら“地域のおじさん”として協力できることがあれ

ば協力していきたい。 

 本当にどうもありがとうございました。 

委員長 

 私は、昭和55年、56年に丸山小学校のPTAの会長を務め、それ以降はPTAの役職は断って

きたが、地域の関係者として、沼袋小学校、丸山小学校の両校に50年以上関わらせてもらった。 

 今回、緑野小学校を開校するにあたり、区に要望を出して体育館を建て替えてもらうことに

なった。完成後は委員の皆さんにもぜひ足を運んでもらいたいと思うが、これから実際に使用

するうえで使い勝手の悪い部分も出てくるかもしれないので、要望がある場合はきちんと区へ
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伝えたほうがよいと思う。 

 統合委員会を設置して2年近くになるが、本当にあっという間であった。どなったり騒いだ

りしながら、ここまでこぎつけることができた。これも委員の皆さんのお陰である。今後は、

新しい緑野小学校に対して皆さんのお力添えをいただき、校長を先頭に中野区で一番よい小学

校を目指したいと思う。 

 皆さん、本当にありがとうございました。 

 

（2）教育長あいさつ 

 

委員長 

 それでは、最後に教育長よりあいさつをいただきたいと思う。 

教育長 

 皆さん、2年間にわたって協議をしていただき、ありがとうございました。 

 一昨年の6月に1回目の統合委員会を開催したときと本日とでは、随分雰囲気が違うと思った。

最初は、皆さんも何をやればよいのか戸惑いの雰囲気があり、空気も何となく暗くて冷たい感

じであったが、本日の統合委員会に出席してみると、空気がとても明るく温かい感じであった。

これまで熱心に議論していただいたからこそ、このような関係がつくられたのではないかと思

う。ただいま、皆さんからいろいろな話を聞かせてもらったが、沼袋小学校と丸山小学校を愛

していただいているエネルギーが新しい緑野小学校に流れていくようで、とても心強く思って

いる。 

 両校の閉校までのカウントダウンが始まっているが、この2年間でそれぞれの学校の子ども

たちはたくさんの思い出を皆さんにつくっていただいたと思っている。あと2か月の間、有終

の美を飾ることができるよう両校の校長とともに頑張っていきたいと思うので、応援をお願い

したい。 

 “学校は地域によって支えられる”ということであるが、（緑野小学校にとっては）新しい

環境を最初からつくるのではなく、既にこういう関係ができているので本当に幸せなスタート

だと思う。体育館等の改築については、委員長をはじめ、皆さんが子どもたちのことを最優先

で考えたいただいた結果の要望であると思っている。まだ工事が残っており、皆さんにご迷惑

をかけることもあると思うが、私どももよい学校をつくりたいという思いで一生懸命取り組ん

でいく。 

 委員長、副委員長、本当にありがとうございました。委員の皆さん、本当にありがとうござ

いました。これからもよろしくお願いいたします。 

委員長 

 これをもって、丸山小学校・沼袋小学校統合委員会を終了する。 

最後に記念撮影をしたいと思う 

―― 記念撮影 ―― 

 


